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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択することであって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子を判断
することのみに関連するのではないことと、を備え、
　前記ＤＣＩが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で受信され、
　前記ｅＰＤＣＣＨがｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされ、前記選
択することは、
　前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記ｅＰＤＣＣＨスクランブリン
グ識別子に基づいて前記選択されたセル識別子を選択することと、を含む、
ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択することであって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子を判断
することのみに関連するのではないことと、を備え、
　前記ＤＣＩが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で受信され、
　前記選択することは、
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　前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、所定のセル識別子を選択すること
と、を含む、ワイヤレス通信の方法。
【請求項３】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択することであって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子を判断
することのみに関連するのではないことと、を備え、
　前記選択することは、
　前記ＤＣＩが受信されたサブフレームタイプを判断することと、
　前記サブフレームがマルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク
（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるのか非ＭＢＳＦＮサブフレームであるのかを判断する
ことであって、前記セル識別子が、少なくとも部分的に前記サブフレームタイプに基づい
て選択されることと、を備える、
ワイヤレス通信の方法。
【請求項４】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択することであって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子を判断
することのみに関連するのではないことと、を備え、
　前記信号を受信することが、候補制御チャネル（ＣＣＥ）の少なくとも２つのセットの
うちのＣＣＥの第１のセット中で前記ＤＣＩを受信することを含み、前記選択されたセル
識別子は、少なくとも部分的に、前記ＤＣＩが受信されたＣＣＥの前記セットに基づいて
選択される、
ワイヤレス通信の方法。
【請求項５】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信するための手段と、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択するための手段であって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子
を判断することのみに関連するのではない手段と、を備え、
　前記ＤＣＩが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で受信され、
　前記ｅＰＤＣＣＨがｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされ、前記選
択することは、
　前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記ｅＰＤＣＣＨスクランブリン
グ識別子に基づいて前記選択されたセル識別子を選択することと、を含む、
ワイヤレス通信のための装置。
【請求項６】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の１つまたは複数のプロパティを構成することであっ
て、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記構成されたプロパティによって示されるセル識別子を判
断するように適応され、前記構成されたプロパティが、前記セル識別子を判断することの
みに関連するのではないことと、
　前記ＤＣＩを含む信号を前記ＵＥに送信することと、を備え、
　前記ＤＣＩが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で受信され、
　前記ｅＰＤＣＣＨがｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされ、前記判
断することは、
　前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記ｅＰＤＣＣＨスクランブリン
グ識別子に基づいて選択されたセル識別子を選択することと、を含む、
ワイヤレス通信の方法。
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【請求項７】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の１つまたは複数のプロパティを構成するための手段
であって、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記構成されたプロパティによって示されるセル識別
子を判断するように適応され、前記構成されたプロパティが、前記セル識別子を判断する
ことのみに関連するのではない手段と、
　前記ＤＣＩを含む信号を前記ＵＥに送信するための手段と、を備え、
　前記ＤＣＩが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で受信され、
　前記ｅＰＤＣＣＨがｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされ、前記判
断することは、
　前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記ｅＰＤＣＣＨスクランブリン
グ識別子に基づいて選択されたセル識別子を選択することと、を含む、
ワイヤレス通信のための装置。
【請求項８】
　請求項１、２、３、４、および６のうちの１つの方法のすべてのステップを実施するよ
うにコンピュータで実行可能なプログラム命令を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２
年３月１２日に出願された「Signaling of Virtual Cell Identifiers and Fallback Ope
ration」と題する米国仮出願第６１／６０９，９２４号、および２０１３年３月１１日に
出願された「Signaling of Virtual Cell Identifiers and Fallback Operation」と題す
る米国特許出願第１３／７９４，７５７号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、仮想セル識別子を採用し
得るワイヤレス通信システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロ
ジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユニ
バーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications 
System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善すること
によってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コスト
を下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ）上
ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力
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多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合するように
設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し
続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は
、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきで
ある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本発明のいくつかの実施形態は、ワイヤレス通信システムにおいて構成情報を通
信する方法を提供する。特に、静的または半静的構成パラメータのセットがユーザ機器に
与えられ得る。ユーザ機器は、次いで、後続の動作中に受信されたシグナリングに基づい
て特定のパラメータを選択し得る。特定のパラメータの選択は、シグナリングされたイン
デックス値に基づき得、また、ユーザ機器によって受信されたダウンリンク制御情報のフ
ォーマットから導出された情報に基づき得る。
【０００６】
　[0006]開示するシステムおよび方法は、ユーザ機器によって使用されるべき仮想セル識
別子の識別を可能にし、また、ユーザ機器がフィードバックおよびフロー制御情報を基地
局に通信することができる方法を識別し得る。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ
：downlink control information）を含む信号を受信することと、ＤＣＩに関連する１つ
または複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうちの１つを選択することとを備
える。１つまたは複数のプロパティは、セル識別子を判断することのみに関連するのでは
ないことがある。本方法はまた、選択されたセル識別子に基づいて擬似ランダムシーケン
ス発生器を初期化することを含み得る。本開示の一態様では、本方法は、無線リソース制
御（ＲＲＣ：radio resource control）シグナリングを介して複数のセル識別子を受信す
ることを備える。
【０００８】
　[0008]いくつかの実施形態では、ＤＣＩは拡張物理ダウンロード制御チャネル（ｅＰＤ
ＣＣＨ：enhanced physical download control channel）中で受信される。ｅＰＤＣＣＨ
は、ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされ得る。いくつかの実施形態
では、セル識別子は、ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、ＤＣＩがタイプ
１Ａフォーマットを有するとき、ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子に基づいて、選択
されたセル識別子を選択することとによって選択され得る。いくつかの実施形態では、セ
ル識別子は、ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、ＤＣＩがタイプ１Ａフォ
ーマットを有するとき、所定のセル識別子を選択することとによって選択され得る。
【０００９】
　[0009]本開示の一態様では、セル識別子は、ＤＣＩが受信されたサブフレームタイプを
判断することと、サブフレームがマルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネ
ットワーク（ＭＢＳＦＮ：Multi-Media Broadcast over a Single Frequency Network）
サブフレームであるのか非ＭＢＳＦＮサブフレームであるのかを判断することとによって
選択され得る。セル識別子は、少なくとも部分的にサブフレームタイプに基づいて選択さ
れ得る。
【００１０】
　[0010]本開示の一態様では、信号を受信することは、候補制御チャネル（ＣＣＥ：cand
idate control channel）の少なくとも２つのセットのうちのＣＣＥの第１のセット中の
ＤＣＩを受信することを含み、選択されたセル識別子は、少なくとも部分的に、ＤＣＩが
受信されたＣＣＥのセットに基づいて選択される。いくつかの実施形態では、ＤＣＩはア
ップリンク許可を含み、選択されたセル識別子は、アップリンク許可に対応するアップリ
ンク送信のために使用される。
【００１１】
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　[0011]本開示の一態様では、本方法は、選択されたセル識別子に基づいてチャネル状態
情報（ＣＳＩ：channel state information）を与えることを備える。
【００１２】
　[0012]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、アップリンク許可を含むダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、許可がＰＤＣＣＨ中で与えられ
たとき、制御領域において物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：
physical hybrid ARQ indicator channel）を識別することと、許可がｅＰＤＣＣＨ中で
与えられたとき、データ領域において拡張ＰＨＩＣＨを識別することとを備える。
【００１３】
　[0013]本開示の一態様では、本方法は、ＤＣＩに関連するプロパティに基づいて複数の
セル識別子のうちの１つを選択することを備える。プロパティは、セル識別子を判断する
ことのみに関係するのではないことがある。
【００１４】
　[0014]本開示の一態様では、本方法は、選択されたセル識別子に基づいて肯定応答また
は否定応答を与えることを備える。
【００１５】
　[0015]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、ＤＣＩのフォーマットタイプに
基づいてインデックスを判断することと、インデックスに基づいてパラメータの複数のセ
ットからパラメータのセットを選択することとを備える。パラメータのセットは仮想セル
の１つまたは複数の特性を定義し得、パラメータの複数のセットはＲＲＣシグナリングを
通して構成される。
【００１６】
　[0016]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、選択されたパラメータのセット
の１つのパラメータを使用して擬似ランダムシーケンス発生器を初期化することを備える
。パラメータのセットは、アップリンク通信チャネルの特性を定義するために使用され得
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】[0017]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0018]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0019]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0020]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0021]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0022]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７】[0023]マルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク中の発
展型マルチキャストブロードキャストマルチメディアサービスを示す図。
【図８】[0024]ワイヤレスネットワーク構成の動的シグナリングを示す図。
【図９】[0025]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１０】[0026]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１１】[0027]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１２】[0028]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１３】[0029]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【図１４】[0030]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１５】[0031]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
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【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0032]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１９】
　[0033]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素がハードウェアとして実装されるのか、ソフトウェアとして実装されるのかは、特定
の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００２０】
　[0034]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解
釈されたい。
【００２１】
　[0035]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（
disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光
学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２２】
　[0036]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
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tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Ser
ver）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネッ
トワークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インタ
ーフェースは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供する
が、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回
線交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００２３】
　[0037]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バック
ホール）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、送受信基
地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ
：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、また
は何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ
１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、スマ
ートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）フォ
ン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメ
ディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレ
ーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は
、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレス
ユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信
デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤ
レス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、
クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２４】
　[0038]ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰ
Ｃ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１
２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワ
ーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、
ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、
ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービング
ゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲー
トウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りな
らびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接
続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰ
マルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミ
ングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２５】
　[0039]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮ
Ｂ：home eNB））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：re
mote radio head）であり得る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割
り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを
与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には集中コントローラは
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ないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制
御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲ
ートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。
【００２６】
　[0040]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易
に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただ
し、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に
拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（
ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭ
Ｂ：Ultra Mobile Broadband）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２
０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ
２：3rd Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフェース
規格であり、ＣＤＭＡを採用して移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供
する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴ
ＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グロ
ーバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）、
ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（
登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。Ｕ
ＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記
載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載され
ている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およ
びシステムに課された全体的な設計制約に依存することになる。
【００２７】
　[0041]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々はそのＵＥ２０６
に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で
、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これに
より、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソースを
識別することが可能になる。
【００２８】
　[0042]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
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【００２９】
　[0043]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。
サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復
元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域では、ＯＦＤ
Ｍシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフ
ィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（Ｐ
ＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡
散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００３０】
　[0044]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領
域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイク
リックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４
個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブ
ロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリソース要
素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（
ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれること
もある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－Ｒ
Ｓ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック
上でのみ送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する
。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、
ＵＥのデータレートは高くなる。
【００３１】
　[0045]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するため
にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべて
のリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続するサ
ブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００３２】
　[0046]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デ
ータセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送
信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピン
グし得る。
【００３３】
　[0047]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するためにリソースブロッ
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クのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかな
るＵＬデータ／シグナリングをも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアン
ブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネ
ットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、あ
る時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨには
ない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレー
ムのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試
みだけを行うことができる。
【００３４】
　[0048]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤとともに示
されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理
機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レ
イヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢ
との間のリンクを担当する。
【００３５】
　[0049]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１
８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（た
とえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤと
を含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３６】
　[0050]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ｅＮＢ間のＵＥに対するハンドオーバサポートとを行う。ＲＬＣサブレイヤ５
１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データパ
ケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat re
quest）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。Ｍ
ＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば
、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲ
Ｑ動作を担当する。
【００３７】
　[0051]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６
は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲ
ＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００３８】
　[0052]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに
基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理チ
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ャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振り
とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再
送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３９】
　[0053]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
グとインターリービングとを含む。コーディングされ変調されたシンボルは、次いで並列
ストリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングさ
れ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化
され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用
して互いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが
生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプ
リコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングお
よび変調方式を判断するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定
値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバッ
クから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異
なるアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間
ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４０】
　[0054]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の
空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで高
速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリ
ームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャ
リアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと
基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーシ
ョンポイントを判断することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネ
ル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物
理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するた
めに復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントローラ
／プロセッサ６５９に与えられる。
【００４１】
　[0055]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メモリ６
６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッ
サ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号（deci
phering）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケ
ットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２
に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ
得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定
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応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担
当する。
【００４２】
　[0056]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント
化および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制
御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当する。
【００４３】
　[0057]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選
択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によっ
て使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送
信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは、送
信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４４】
　[0058]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００４５】
　[0059]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。メ
モリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、ヘ
ッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤ
パケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、
ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した
誤り検出を担当する。
【００４６】
　[0060]図７は、マルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク（Ｍ
ＢＳＦＮ）中の発展型マルチキャストブロードキャストマルチメディアサービス（ｅＭＢ
ＭＳ：evolved Multicast Broadcast Multimedia Service）を示す図７５０である。セル
７５２’中のｅＮＢ７５２は第１のＭＢＳＦＮエリアを形成し得、セル７５４’中のｅＮ
Ｂ７５４は第２のＭＢＳＦＮエリアを形成し得る。ｅＮＢ７５２、７５４は、他のＭＢＳ
ＦＮエリア、たとえば、最高合計８つのＭＢＳＦＮエリアに関連し得る。ＭＢＳＦＮエリ
ア内のセルが予約済みセルに指定され得る。予約済みセルは、マルチキャスト／ブロード
キャストコンテンツを与えないが、セル７５２’、７５４’に時間同期させられ、ＭＢＳ
ＦＮエリアへの干渉を制限するために、ＭＢＳＦＮリソース上で制限電力を有する。ＭＢ
ＳＦＮエリア中の各ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ制御情報およびデータを同期的に送信する
。各エリアは、ブロードキャストサービスと、マルチキャストサービスと、ユニキャスト
サービスとをサポートし得る。ユニキャストサービスは、特定のユーザを対象とするサー
ビス、たとえば、音声通話である。マルチキャストサービスは、ユーザのグループによっ
て受信され得るサービス、たとえば、サブスクリプションビデオサービスである。ブロー
ドキャストサービスは、すべてのユーザによって受信され得るサービス、たとえば、ニュ
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ースブロードキャストである。図７を参照すると、第１のＭＢＳＦＮエリアは、特定のニ
ュースブロードキャストをＵＥ７７０に与えることなどによって、第１のｅＭＢＭＳブロ
ードキャストサービスをサポートし得る。第２のＭＢＳＦＮエリアは、異なるニュースブ
ロードキャストをＵＥ７６０に与えることなどによって、第２のｅＭＢＭＳブロードキャ
ストサービスをサポートし得る。各ＭＢＳＦＮエリアは、複数の物理マルチキャストチャ
ネル（ＰＭＣＨ：physical multicast channel）（たとえば、１５個のＰＭＣＨ）をサポ
ートする。各ＰＭＣＨはマルチキャストチャネル（ＭＣＨ：multicast channel）に対応
する。各ＭＣＨは、複数（たとえば、２９個）のマルチキャスト論理チャネルを多重化す
ることができる。各ＭＢＳＦＮエリアは、１つのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ
：multicast control channel）を有し得る。したがって、１つのＭＣＨは、１つのＭＣ
ＣＨと複数のマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ：multicast traffic chan
nel）とを多重化し得、残りのＭＣＨは複数のＭＴＣＨを多重化し得る。
【００４７】
　[0061]図８は、ＵＥ８０２を構成する方法を示す図８００である。ｅＮＢ８０４は、送
信機８０６を通して、ＲＲＣサブレイヤ８１０を使用して、１つまたは複数の仮想セル識
別子８０８など、ある情報をＵＥ８０２にシグナリングし得る。次いで、仮想セル識別子
８０８のうちの１つ、あるいは所定のおよび／または物理セル識別子など別のセル識別子
をＵＥ８０２に選択させるために動的シグナリングが使用され得る。いくつかの実施形態
では、動的シグナリングは、セル識別子を選択することによってＵＥ８０２動作の態様を
構成するために使用され得るインデックスを与える。いくつかの実施形態では、動的にシ
グナリングされたインデックスは、仮想セルの個々の動作態様を構成し得る、ＵＥ８０２
中の静的にまたは半静的に定義されたパラメータのセットにアクセスするために使用され
得る。
【００４８】
　[0062]ワイヤレス通信のために使用されるいくつかのチャネルは、セル識別子を使用し
て初期化されるスクランブリングシーケンス発生器を使用してスクランブルされ得る。た
とえば、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ：demodulation reference signal）擬似ランダムシ
ーケンス発生器は、次式を使用して、セル識別子

【数１】

【００４９】
を使用して各サブフレームの最初に初期化され得る。
【数２】

【００５０】
上式で、ｎSはスロット番号を表し、
【数３】

【００５１】
は、サービングセルのためのセル識別子であり、ｎSCIDは、一般に、ＰＤＳＣＨ送信に関
連するＤＣＩ中でＵＥ８０２に動的に搬送される、基地局によって構成されたスクランブ
リングシーケンス番号である。初期化値は、仮想セル識別子が使用されるとき、異なる関
数を使用して判断され得る。たとえば、擬似ランダムシーケンス発生器は、値ｃinitを使
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用して初期化され得、ただし、
【数４】

【００５２】
である。Ｘは、仮想セル識別子と呼ばれることがあり、動的に選択されたパラメータであ
り得る。
【００５３】
　[0063]動的シグナリングは、静的にまたは半静的に構成されたセル識別子８０８から仮
想セル識別子Ｘを選択するために使用され得、セル識別子８０８は次の集合によって示さ
れ得る。
【数５】

【００５４】
ｘ（ｎ）の値はＵＥ固有ＲＲＣシグナリング８１０によって構成され得、ただし、０≦ｎ
＜Ｎである。パラメータＸは、ＤＣＩ８２８中で与えられる追加のビットを通して、また
は、ｎSCIDなど、既存のパラメータの再利用を通して動的にシグナリングされ得る。Ｘが
選択される集合｛ｘ（０），ｘ（１），．．．ｘ（Ｎ－１）｝が２つ以上の要素を有する
とき、要素を選択するために使用されるインデックスは、ＤＣＩ８２８中のインデックス
ビットの直接シグナリングを含む、動的シグナリングを通して、またはＤＣＩ８２８の１
つまたは複数のプロパティに基づいてインデックスを生成することによって取得され得る
。
【００５５】
　[0064]複数の半静的に構成された仮想セル識別子８０８を使用してポピュレートされ得
る集合｛ｘ（０），．．．，ｘ（Ｎ－１）｝からＸ＝ｘ（ｎ）の値を選択するためのイン
デックスｎは、ＵＥ８０２に直接シグナリングされ得る。インデックスは、許可中で与え
られる追加のビットを使用して、またはスクランブリング識別情報（ＳＣＩＤ：scrambli
ng identity）ビットなどの既存のビットを再利用することによってＵＥ８０２に与えら
れ得る。本明細書の他の場所で説明するように、インデックスは、ＤＣＩ８２８がいくつ
かのプロパティを有するとき、直接シグナリングによって与えられ得る。
【００５６】
　[0065]追加または代替として、インデックスまたは他のインジケータは動的シグナリン
グを通して与えられ得る。動的シグナリングは、場合によっては、セル識別子の選択に関
係しない目的のために使用される、信号の属性またはプロパティを変更することを含み得
る。いくつかの実施形態では、ｅＮＢ８０４によって送信されるＤＣＩ８２８の１つまた
は複数のプロパティは、インデックスを搬送するために使用され、またはさもなければ、
ＵＥ８０２動作の態様を構成するために、セル識別子８０８のいずれがＵＥ８０２によっ
て選択されるべきかを示すために使用され得る。１つまたは複数のプロパティは、ＤＣＩ
フォーマットのタイプ８１４、８１６、または８１８、ＤＣＩ８２８を搬送するために使
用されるダウンリンク制御チャネルのタイプ８２０、８２２、およびＤＣＩ８２８を搬送
するサブフレームのタイプ８２４、８２６に関係し得る。
【００５７】
　[0066]インデックスは、ＤＣＩ８２８のいくつかのプロパティと、ＤＣＩ８２８中の特
に割り当てられたビットと、ＤＣＩ８２８中の再利用されたビットと、他の静的に構成さ
れた情報とを含み得る基準を使用して生成され得る。一部の動的にシグナリングされた情
報が仮想セル識別子の選択を絞り込み得、他の基準が、次いで、最終選択を行うために使
用され得る。
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【００５８】
　[0067]ＤＣＩ８２８中で直接シグナリングされた情報とＤＣＩ８２８のフォーマットタ
イプ８１４、８１６、および８１８の知識とが、ＵＥ８０２にセル識別子を示すために組
み合わされ得る。ＤＣＩ８２８は、ＤＣＩ８２８のいくつかの構造と、フィールドと、他
の属性とを定義する、特にタイプ１Ａ　８１４と、タイプ２Ｃ　８１６と、タイプ２Ｄ　
８１８とを含む、様々なフォーマットを有し得る。ＤＣＩフォーマットタイプの例（１Ａ
、２Ｃ、および２Ｄ）は、説明を簡略化するために選択され、それらに関して説明する原
理は、現在および将来のワイヤレス通信プロトコルによって定義されるフォーマットタイ
プを含む、他のＤＣＩフォーマットタイプに等しく適用される。ＤＣＩフォーマットタイ
プ８１４、８１６および８１８は、ＵＥ８０２またはｅＮＢ８０４のいくつかの機能を定
義し、またはそれらに関係し得る。いくつかのＤＣＩタイプ８１６および８１８は、イン
デックスまたは識別子として働くように特に割り当てられた１つまたは複数のビットを搬
送し得、それによって、ＵＥ８０２に選択を直接示し得る。したがって、ＵＥ８０２は、
ＤＣＩ８２８があるフォーマットを有するとき、インデックスがＤＣＩペイロード８１２
中で与えられると判断し得る。たとえば、ＤＣＩ８２８がタイプ２Ｃまたはタイプ２Ｄフ
ォーマットを用いて送信される場合、インデックスまたは他のインジケータは、ＵＥ８０
２へのインデックスまたは他のインジケータの直接シグナリングを可能にするようにＤＣ
Ｉペイロード８１２中でコーディングされ得る。しかしながら、ＤＣＩ８２８がタイプ１
Ａフォーマットを用いて送信される場合、直接シグナリングされるビットは利用可能でな
いことがあり、送信に関係する他の情報が、セル識別子８０８を選択するために必要であ
り得る。ＤＣＩ８２８がタイプ１Ａフォーマット８１４を有するとき、セル識別子８０８
のうちの１つを選択するために使用されるインデックスは所定の値に設定され得る。いく
つかの実施形態では、ＤＣＩ８２８がタイプ１Ａフォーマット８１４を有するとき、あら
かじめ定義されたセル識別子が使用される。
【００５９】
　[0068]いくつかの実施形態では、ＵＥ８０２は、たとえば、受信したＤＣＩ８２８がタ
イプ１Ａフォーマット８１４を有するとき、ＤＣＩ８２８を搬送するダウンリンク制御チ
ャネルのタイプ８２０、８２２および／またはサブフレームのタイプ８２４、８２６に基
づいて、インデックスまたは所定のセル識別子を判断し得る。たとえば、ＤＣＩ８２８が
拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）８２２中で搬送されるとき、１つまたは複数のビットが
、静的にまたは半静的に定義されたセル識別子８０８間で選択するためのインデックスと
して働くようにｅＰＤＣＣＨ８２２中に直接埋め込まれ得る。いくつかの実施形態では、
ｅＰＤＣＣＨ８２２をスクランブルするために使用されるスクランブリング識別子が、セ
ル識別子８０８として、あるいは静的にまたは半静的に定義されたセル識別子８０８のう
ちの１つを選択するためのインデックスとして働き得る。
【００６０】
　[0069]タイプ１ＡフォーマットされたＤＣＩ８２８がレガシーＰＤＣＣＨ８２０中で搬
送されるとき、ＵＥ８０２は、静的にまたは半静的に定義されたセル識別子８０８中に含
まれ得る所定のセル識別子を選択し得る。所定のセル識別子は、静的にまたは半静的に定
義されたセル識別子８０８中のあらかじめ定義されたロケーション中に含まれ得、インデ
ックスｎ＝０など、あらかじめ定義されたインデックス値を使用してアクセスされ得る。
いくつかの実施形態では、所定のセル識別子は、ＵＥ８０２のために静的に構成されたイ
ンデックスを使用して、静的にまたは半静的に定義されたセル識別子８０８中で識別され
得る。いくつかの実施形態では、所定のセル識別子は静的に構成され得る。いくつかの実
施形態では、所定のセル識別子は、ＵＥ８０２によって識別されるサービングセルの識別
子など、物理セル識別子であり得る。
【００６１】
　[0070]いくつかの実施形態では、ＵＥ８０２は、ＤＣＩ８２８を搬送するサブフレーム
のタイプに基づいて、インデックスまたは所定のセル識別子を判断し得る。たとえば、イ
ンデックスは、ＤＣＩ８２８がＭＢＳＦＮサブフレーム８２４中で受信されたのか非ＭＢ
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ＳＦＮサブフレーム８２６中で受信されたのかに部分的に基づいて判断され得る。特に、
ＤＣＩ８２８を搬送するために使用されるサブフレーム８２４または８２６のタイプは、
ＵＥ８０２においてセル識別子を選択するために利用可能な情報を限定し得る。たとえば
、ＤＣＩ８２８が非ＭＢＳＦＮタイプ８２６サブフレーム中で搬送されるとき、ＤＣＩフ
ォーマットタイプ２Ｃ　８１６またはタイプ２Ｄ　８１８が使用される場合、またはＤＣ
Ｉ８２８がｅＰＤＣＣＨ８２２中で与えられる場合のみ、仮想セル識別子を選択するため
の情報がＵＥ８０２にとって利用可能であり得る。ＤＣＩタイプ１Ａフォーマット８１４
が非ＭＢＳＦＮサブフレーム８２６のＰＤＣＣＨ８２０中で受信されたとき、インデック
スは所定の値に設定され得るか、またはあらかじめ定義されたセル識別子が使用され得る
。あらかじめ定義されたセル識別子は物理セル識別子であり得る。別の例では、ＤＣＩタ
イプ１Ａフォーマット８１４がＰＤＳＣＨ送信中でＤＣＩ８２８をシグナリングするため
に使用されるとき、ＵＥ８０２は、特別に割り当てられたビットと、他の使用のために定
義されたビット（たとえばＳＣＩＤビット）との組合せを使用して仮想セル識別子を通知
され得る。
【００６２】
　[0071]非ＭＢＳＦＮサブフレーム８２６では、ＣＲＳベースのフォールバック送信モー
ドが使用され得る。フォールバック送信モードの使用は、ＵＥ８０２が、使用されるべき
物理セル識別子を通知されることを必要とし得る。この物理セル識別子は、レガシーＰＤ
ＣＣＨ８２０を使用する送信のためにサービングセルに結びつけられ得る。いくつかの実
施形態では、物理セル識別子は別個にシグナリングされる。
【００６３】
　[0072]いくつかの実施形態では、非ＭＢＳＦＮサブフレーム８２６がＤＣＩ８２８を搬
送するとき、ＤＭ－ＲＳベースの復調を採用するフォールバックモードが使用され得る。
ＤＭ－ＲＳスクランブルのために使用されるべき仮想セル識別子のシグナリングは、ＭＢ
ＳＦＮ８２４サブフレーム中で搬送されるＤＣＩ８２８に関して説明したシグナリングと
同様であり得る。たとえば、この動作では、既存の送信モード９と同様にポート７が使用
され得る。
【００６４】
　[0073]ＤＭ－ＲＳベースのフォールバック送信モード中にどのフォールバックモードが
使用されるべきかの判断は、制御がレガシーＰＤＣＣＨ８２０を通して受信されたのかｅ
ＰＤＣＣＨ８２２を通して受信されたのかに少なくとも部分的に基づき得る。たとえば、
制御がｅＰＤＣＣＨ８２２を通して受信されたときはいつでも、ＤＭ－ＲＳベースのフォ
ールバック送信モードが使用され得、制御がレガシーＰＤＣＣＨ８２０上で受信されたと
きは、ＣＲＳベースのフォールバック送信が使用され得る。
【００６５】
　[0074]いくつかの実施形態では、フォールバック動作は、物理セル識別子であり得る所
定のセル識別子に基づき得る。たとえば、ＵＥ８０２のために構成されたｅＰＤＣＣＨ８
２２は１つまたは複数の仮想セル識別子８０８に完全に依拠し得、ＵＥ８０２について仮
想セル識別子の再構成が開始されたとき、ｅＮＢ８０４とＵＥ８０２は同期外れになり得
る。潜在的あいまいさおよび不整合は、いくつかの制御復号候補に関連する１つまたは複
数の仮想セル識別子と、他の制御復号候補に関連する１つまたは複数の物理セル識別子と
を含むセル識別子をＵＥ８０２のために指定することによって緩和され得る。
【００６６】
　[0075]ＭＢＳＦＮサブフレーム８２４では、ＰＤＣＣＨ８２０またはｅＰＤＣＣＨ８２
２のいずれかを通してＤＣＩタイプ１Ａフォーマット８１４の制御が受信されたとき、所
定の仮想セルＩＤが使用され得る。所定の仮想セル識別子は、ＵＥ８０２に知られている
インデックス、たとえば、インデックスｎ＝０を使用して示され得る。ＤＣＩ８２８がＭ
ＢＳＦＮサブフレーム８２４中でｅＰＤＣＣＨ８２２上で受信されたとき、ｅＰＤＣＣＨ
スクランブリング識別子が使用され得る。ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子は、ｅＰ
ＤＣＣＨ８２２が様々なスクランブリング初期化をサポートするときに利用可能な複数の



(17) JP 6165835 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

識別子のうちの１つであり得る。ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子全体またはｅＰＤ
ＣＣＨスクランブリング識別子中のビットのサブセットを使用してインデックスが形成さ
れ得る。いくつかの実施形態では、ｅＰＤＣＣＨ８２２は、ＰＤＳＣＨのために使用され
ている仮想セル識別子をシグナリングするために使用され得るＤＣＩタイプ１Ａフォーマ
ットに基づくビットを搬送する。
【００６７】
　[0076]ＤＣＩ８２８の他のプロパティが、セル識別子を選択するためにＵＥ８０２によ
って使用され得る。いくつかの実施形態では、セル識別子の選択は、複数の候補制御チャ
ネル（ＣＣＥ）の探索中にＤＣＩ８２８が見つかった制御チャネルに少なくとも部分的に
基づき得る。探索空間はＣＣＥのセットに区分され得、仮想セルＩＤ８０８は、少なくと
も部分的に、ＤＣＩ８２８が受信されたパーティションに基づいて選択され得る。
【００６８】
　[0077]本明細書で説明するように、動的シグナリングは、仮想セル識別子と物理セル識
別子とを識別し得る。いくつかの実施形態では、仮想セル識別子ベースの制御と物理セル
識別子ベースの制御との区分は、ＵＥ８０２がｅＰＤＣＣＨ８２２のみを監視するように
構成されるのか、またはｅＰＤＣＣＨ８２２とＰＤＣＣＨ８２０の組合せを監視するよう
に構成されるのかに依存し得る。前者の場合、いくつかのｅＰＤＣＣＨ８２２復号候補は
、１つまたは複数の仮想セル識別子８０８に依拠し得、いくつかの他のｅＰＤＣＣＨ復号
候補は物理セル識別子に依拠し得る。ＵＥ８０２がＰＤＣＣＨ８２０とｅＰＤＣＣＨ８２
２の両方を監視する後者の場合、すべてのｅＰＤＣＣＨ８２２は仮想セル識別子８０８に
依拠し得るが、少なくともいくつかのＰＤＣＣＨ８２０復号候補は物理セル識別子に依拠
し得る。
【００６９】
　[0078]仮想セル識別子ベースの制御と物理セル識別子ベースの制御との区分はまた、サ
ブフレーム依存、アグリゲーションレベル依存、たとえば共通探索空間とＵＥ固有探索空
間との間の区別をもつ探索空間依存、ＤＣＩフォーマット依存などであり得る。一例では
、サブフレームのあるサブセット（たとえば、サブフレーム０、４、５および９）では、
物理セル識別子がｅＰＤＣＣＨ８２２ベースのＤＣＩフォーマット１Ａ　８１４のために
使用され得るが、すべての他の場合には、１つまたは複数の仮想セル識別子がｅＰＤＣＣ
Ｈ８２２のために使用される。
【００７０】
　[0079]本発明のいくつかの態様はアップリンクシグナリングに適用され得る。いくつか
の実施形態では、仮想セル識別子８０８のうちの１つまたは複数はアップリンクのために
構成され得る。セル識別子８０８のいずれが特定のサブフレームのために使用されるべき
かを選択するために動的シグナリングが使用され得る。この動的シグナリングは、いくつ
かのＤＣＩフォーマット８１６および８１８において利用可能な追加のビットを利用し得
、また、使用されるＤＣＩフォーマットのタイプ（たとえば、ＤＣＩフォーマットタイプ
０対ＤＣＩフォーマットタイプ４）、またはペイロード８１２とＤＣＩ８２８のフォーマ
ットとの何らかの組合せに特に基づき得る。一例では、ＤＣＩフォーマットタイプ４は、
ＤＣＩフォーマットタイプ０において利用可能でない１つまたは複数のビットを与え得る
。ＤＣＩフォーマットタイプ４における追加のビットは、アップリンク送信において使用
するための仮想セル識別子を判断するために使用されるかまたは割り当てられ得るが、Ｄ
ＣＩフォーマットタイプ０が受信されたときは、所定の仮想セル識別子が使用され得る。
【００７１】
　[0080]いくつかの実施形態では、仮想セル識別子の判断は、ＤＣＩ８２８がｅＰＤＣＣ
Ｈ８２２を通して受信されたのかＰＤＣＣＨ８２０を通して受信されたのかに少なくとも
部分的に基づき得る。たとえば、ＤＣＩフォーマットタイプ０の使用は、フォールバック
動作のために物理セル識別子が使用されるべきであることをＵＥ８０２に示し得るが、Ｄ
ＣＩフォーマットタイプ４は、仮想セル識別子が使用されるべきであることを示し得る。
再送信では、ＵＥ８０２は、初期送信のために使用された同じ仮想セル識別子を使用し得
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る。
【００７２】
　[0081]動的シグナリングは、ＵＥ８０２を構成するために使用される他のパラメータを
選択するために使用され得る。半静的に構成され、動的シグナリングを使用して選択され
得る構成情報は、ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）情報のために
使用される制御領域またはデータ領域中のロケーションと、ＰＵＣＣＨ中で搬送されるチ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）情報の送信のための仮想セル識別子とを含み得る。
【００７３】
　[0082]いくつかの実施形態は、ハイブリッドＡＲＱ指示のために動的シグナリングと識
別子選択とを採用する。レガシーＰＨＩＣＨ送信は、対応するレガシー制御領域において
適応され得、「拡張ＰＨＩＣＨ」（ｅＰＨＩＣＨ）は、ｅＰＤＣＣＨ８２２の一部として
サポートされ得、データ領域において搬送され得る。ＵＥ８０２のアップリンク送信に対
応するＨＡＲＱ指示がどこで見つかり得るかを判断するために、パラメータの組合せがＵ
Ｅ８０２によって採用され得る。パラメータは、ＤＣＩフォーマットタイプと、サブフレ
ームタイプと、ＰＤＣＣＨタイプと、探索空間区分とを含み得る。一例では、ＵＥ８０２
は、アップリンクＰＵＳＣＨ送信に関連する許可がレガシーＰＤＣＣＨ８２０上で受信さ
れたとき、レガシー制御領域においてＰＨＩＣＨを探し得る。許可がｅＰＤＣＣＨ８２２
上で受信された場合、ＵＥ８０２は、データ領域においてｅＰＨＩＣＨを探し得る。別の
例では、アップリンク送信をトリガした許可のタイプは、ハイブリッドＡＲＱ指示がどこ
で見つかり得るかに関する追加の指示をＵＥ８０２に与え得る。
【００７４】
　[0083]いくつかの実施形態は、アップリンクＰＵＣＣＨ送信のために動的シグナリング
と識別子選択とを採用する。一例では、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報のアップリンク
送信の場合、ＵＥ８０２は、仮想セル識別子を判断するために、いくつかのＤＣＩフォー
マット中で利用可能な追加のビットを利用し得、また、使用される特定のＤＣＩフォーマ
ットタイプ８１４、８１６または８１８、ならびに、制御がｅＰＤＣＣＨ８２２を通して
受信されたのかレガシーＰＤＣＣＨ８２０を通して受信されたのかに基づき得る。いくつ
かの実施形態では、ＵＥ８０２は、アップリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のために、ダウン
リンクシグナリングのために使用された同じ仮想セル識別子を使用し得る。他のマッピン
グも実行され得、マッピングは、ＤＣＩフォーマットタイプ、ダウンリンク制御チャネル
タイプ、サブフレームタイプを含むパラメータの組合せに依存するか、またはＤＣＩ８２
８中の明示的指示によって行われ得る。複数のタイプのアップリンク制御情報がＰＵＣＣ
Ｈ上で多重化されるとき、共通仮想セルＩＤ８０８が、所定の優先度付けに従って送信の
ために選択され得る。
【００７５】
　[0084]いくつかの実施形態は、ＣＳＩ情報のフィードバックのために動的シグナリング
と識別子選択とを採用する。一例では、仮想セル識別子が、フィードバック構成の一部と
してＰＵＳＣＨ上で非周期フィードバックを送信する際に使用するために構成され得、お
よび／または非周期ＣＳＩ報告を要求するＤＣＩフォーマット中で与えられる明示的ビッ
トと、ＤＣＩフォーマットタイプと、非周期報告を要求する許可を配信する制御チャネル
のタイプとを含む、１つまたは複数のパラメータに基づいて選択され得る。制御チャネル
のタイプは、たとえば、レガシーＰＤＣＣＨ８２０またはｅＰＤＣＣＨ８２２であり得る
。
【００７６】
　[0085]半静的シグナリングと動的シグナリングとの組合せが、ＣＳＩフィードバックを
送信するために仮想セル識別子８０８を判断するために採用され得る。ＰＵＣＣＨ上で搬
送される周期ＣＳＩフィードバックの送信のために選択される選択された仮想セル識別子
は、フィードバック構成の一部として構成され得る。いくつかの実施形態では、他のアッ
プリンク制御情報と多重化されたＰＵＣＣＨを送信するために選択される仮想セル識別子
は、多重化された送信の他の構成要素または多重化された送信自体に基づき得る。
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【００７７】
　[0086]いくつかの実施形態では、セル識別子８０８は、特にフォールバック動作中に使
用するために、および／または、仮想セル識別子の再構成が開始されるときはいつでも、
あいまいさを回避するために、１つまたは複数の仮想セル識別子に加えて１つまたは複数
の物理セル識別子を備え得る。たとえば、動的選択とともに使用される仮想セル識別子の
セットがＲＲＣ８１０を通して構成されるとき、物理セル識別子が使用され得る。
【００７８】
　[0087]いくつかの実施形態では、アップリンク動作のために使用される１つまたは複数
の仮想セル識別子は、仮想セルＩＤの代わりに一緒に使用されるパラメータのセットを選
択するためのインデックスによってそれぞれ置き換えられ得る。パラメータのセットは、
仮想セルの１つまたは複数の特性を定義し得る。パラメータのセットは、さもなければ仮
想セルによって定義されるであろう特性、属性、パラメータおよび／または挙動を個々に
定義し得る。特に、このパラメータのセットは、擬似ランダムシーケンス発生器を開始す
るためのＮID

CELLの代わりになり得る値ＮID
BSIと、（ＳＨおよびＳＧＨ初期化を含む）

グループ番号（ｕ）およびシーケンスインデックス（ｖ）発生式の代わりになり得るＤSS
BSIと、ＣＳＨ初期化（ｎPN（ｎS））において代替ｃinitとして働き得るｃinit

CSHとを
含み得る。
【００７９】
　[0088]以下の表１に、インデックス、セル識別子または他の情報が、本発明のいくつか
の態様に従ってｅＮＢ８０４からＵＥ８０２にシグナリングされ得る方法を記述する。
【表１】
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【００８０】
　[0089]図９は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート９００である。本方法はＵＥ８
０２によって実行され得る。ステップ９０２において、ＵＥ８０２は、ＲＲＣシグナリン
グを通して複数のセル識別子を受信する。いくつかの実施形態では、ＵＥ８０２は、ＲＲ
Ｃ８１０シグナリングを通して他の構成情報を受信し得る。
【００８１】
　[0090]ステップ９０４において、ＵＥ８０２は、ＤＣＩ８２８を含む信号を受信する。
ＤＣＩ８２８は、ｅＰＤＣＣＨ８２２またはＰＤＣＣＨ８２０中で受信され得る。いくつ
かの実施形態では、信号を受信することは、候補制御チャネル（ＣＣＥ）の少なくとも２
つのセットのうちのＣＣＥの第１のセット中でＤＣＩ８２８を受信することを含む。選択
されたセル識別子は、少なくとも部分的に、ＤＣＩ８２８が受信されたＣＣＥのセットに
基づいて選択され得る。
【００８２】
　[0091]ステップ９０６において、ＵＥ８０２は、ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプ
ロパティに基づいて複数のセル識別子のうちの１つを選択する。いくつかの実施形態では
、１つまたは複数のプロパティは、セル識別子を判断することにのみ関連するのではない
。プロパティは、ＤＣＩ８２８が配信される制御チャネルと、ＤＣＩ８２８のタイプと、
ＤＣＩ８２８を搬送するサブフレームタイプとを含み得る。
【００８３】
　[0092]ステップ９０８において、ＤＣＩフォーマットタイプがインデックスまたは他の
インジケータを搬送するビットを与える場合、ＵＥ８０２は、それらのビットを使用して
セル識別子を選択し得、ＵＥ８０２は、ステップ９２２において、選択されたセル識別子
を使用して擬似ランダムシーケンス発生器を初期化する。
【００８４】
　[0093]ＤＣＩフォーマットタイプがインデックスまたは他のインジケータの直接シグナ
リングをサポートしない場合、ステップ９１０において、ＵＥ８０２は、ＤＣＩ８２８が
ｅＰＤＣＣＨ８２２中で搬送されるかどうかを判断する。ＤＣＩ８２８がＰＤＣＣＨ８２
０中で搬送される場合、ＵＥ８０２は、ステップ９１２において、ＤＣＩがＭＢＳＦＮサ
ブフレーム８２４中で搬送されると判断されたかどうかに基づいて、セル識別子を判断し
得る。ＭＢＳＦＮサブフレーム８２４が、使用されるサブフレームのタイプである場合、
ＵＥ８０２は、ステップ９２４において、所定のセル識別子を使用して擬似ランダムシー
ケンス発生器を初期化する。そうでない場合、ＵＥ８０２は、ステップ９１８において、
物理セル識別子を使用して擬似ランダム発生器を初期化する。
【００８５】
　[0094]ステップ９１４において、ｅＰＤＣＣＨ８２２がｅＰＤＣＣＨスクランブリング
識別子でスクランブルされるかどうかを判断し、そうである場合、ステップ９２０におい
て、ＵＥ８０２が、擬似ランダムシーケンス発生器を初期化するためにｅＰＤＣＣＨスク
ランブリング識別子を使用すべきかどうかを判断する。ＵＥ８０２が、仮想セル識別子と
して、または擬似ランダム発生器を初期化するために、ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識
別子を使用すべきでないと判断された場合、ステップ９１６において、ＵＥ８０２は、発
生器が、ステップ９２２において、ｅＰＤＣＣＨ中で送信されたビットを使用して初期化
されるべきなのか、ステップ９２４において、所定の識別子を使用して初期化されるべき
なのかを判断する。
【００８６】
　[0095]いくつかの実施形態では、ＤＣＩ８２８はアップリンク許可を含む。選択された
セル識別子は、アップリンク許可に対応するアップリンク送信のために使用され得る。
【００８７】
　[0096]いくつかの実施形態では、チャネル状態情報（ＣＳＩ）が、選択されたセル識別
子に基づいて与えられ得る。
【００８８】
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　[0097]図１０は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１０００を含む。本方法はＵ
Ｅ８０２によって実行され得る。ステップ１００２において、ＵＥ８０２は、アップリン
ク許可を含むＤＣＩを含む信号を受信する。ＤＣＩは、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨの
うちの１つ中で受信され得る。ステップ１００４において、ＵＥ８０２は、許可を与える
制御チャネルがＰＤＣＣＨであるかどうかを判断し、そうである場合、ステップ１０１２
において、制御領域においてＰＨＩＣＨを識別する。ステップ１００４において、ＵＥが
、制御チャネルがｅＰＤＣＣＨであると判断した場合、ＵＥは、ステップ１００６におい
て、データ領域においてｅＰＨＩＣＨを識別する。
【００８９】
　[0098]ステップ１００８において、ＵＥ８０２は、ＤＣＩに関連するプロパティに基づ
いて複数のセル識別子のうちの１つを選択する。プロパティは、セル識別子を判断するこ
とのみに関係するのではないことがある。
【００９０】
　[0099]ステップ１０１０において、ＵＥ８０２は、選択されたセル識別子に基づいて肯
定応答または否定応答を与える。
【００９１】
　[00100]図１０は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１０２０を含む。本方法は
ＵＥ８０２によって実行され得る。ステップ１０２２において、ＵＥ８０２は、ＤＣＩの
フォーマットタイプに基づいてインデックスを判断する。ステップ１０２４において、Ｕ
Ｅは、インデックスに基づいてパラメータの複数のセットからパラメータのセットを選択
する。パラメータのセットは、仮想セルの１つまたは複数の特性を定義し得る。パラメー
タの複数のセットはＲＲＣシグナリングを通して構成される。
【００９２】
　[00101]ステップ１０２６において、ＵＥ８０２は、選択されたパラメータのセットの
１つのパラメータを使用して擬似ランダムシーケンス発生器を初期化する。パラメータの
セットは、アップリンク通信チャネルの特性を定義するために使用され得る。
【００９３】
　[00102]図１１は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１１００を含む。本方法は
ｅＮＢ８０４によって実行され得る。ステップ１１０２において、ｅＮＢ８０４は、無線
リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング中の複数の識別子をＵＥ８０２に与える。示された
セル識別子は、複数の識別子８０８のうちの１つであり得る。
【００９４】
　[00103]ｅＮＢ８０４は、ＤＣＩの１つまたは複数のプロパティを構成する。ＵＥ８０
２は、構成されたプロパティによって示されるセル識別子を判断するように適応され得る
。ただし、構成されたプロパティは、セル識別子を判断することのみに関連するのではな
いことがある。ＵＥ８０２は、擬似ランダムシーケンス発生器を初期化するために、示さ
れたセル識別子を使用するように適応され得る。ステップ１１０４において、ｅＮＢ８０
４はＤＣＩのフォーマットタイプを構成する。ステップ１１０６において、ｅＮＢ８０４
は、ＤＣＩを搬送するための制御チャネルを選択する。ＤＣＩは、ｅＰＤＣＣＨスクラン
ブリング識別子でスクランブルされたｅＰＤＣＣＨ中で送信され得、示されたセル識別子
は、ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別
子であり得る。
【００９５】
　[00104]ステップ１１０８において、ｅＮＢ８０４は、ＤＣＩのためのサブフレームタ
イプを選択する。ＤＣＩは、ＭＢＳＦＮサブフレームまたは非ＭＢＳＦＮサブフレーム中
で与えられ得る。セル識別子は、サブフレームタイプに基づいて示され得る。ＤＣＩはア
ップリンク許可を含み得、示されたセル識別子は、アップリンク許可に対応するアップリ
ンク送信のために使用され得る。選択されたセル識別子は、ＣＳＩを与えるために使用さ
れ得る。
【００９６】
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　[00105]ステップ１１１０において、ｅＮＢ８０４は、ＤＣＩを含む信号をＵＥ８０２
に送信する。
【００９７】
　[00106]図１１は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１１２０を含む。本方法は
ｅＮＢ８０４によって実行され得る。ステップ１１２２において、ｅＮＢ８０４は、ＤＣ
Ｉの１つまたは複数のプロパティを構成する。ＵＥ８０２は、構成されたプロパティに基
づいて、ＰＨＩＣＨがｅＮＢ８０４によって送信されるロケーションを判断するように適
応され得る。
【００９８】
　[00107]ステップ１１２４において、ｅＮＢ８０４は、アップリンク許可を含むＤＣＩ
を含む信号をＵＥ８０２に送信する。ＤＣＩは、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの
１つ中で送信され得る。
【００９９】
　[00108]ステップ１１２６において、ｅＮＢ８０４は、アップリンク許可に従って、Ｕ
Ｅからアップリンクデータまたは制御送信を受信する。
【０１００】
　[00109]ステップ１１２８において、ｅＮＢ８０４は、許可がＰＤＣＣＨ中で与えられ
たのかｅＰＤＣＣＨ中で与えられたのかに基づいて、制御領域においてＰＨＩＣＨ中でま
たはデータ領域においてｅＰＨＩＣＨ中でＡＣＫまたはＮＡＣＫを送る。
【０１０１】
　[00110]図１２は、例示的な装置１２０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図１２００である。本装置はＵＥであり得る。装置
１２０２は、ＤＣＩを受信するモジュール１２０４と、セル識別子を選択するモジュール
１２０６と、ランダムシーケンス発生器を初期化するモジュール１２０８と、ＲＲＣを受
信するモジュール１２１０と、ＣＳＩフィードバックを与えるモジュール１２１２と、ト
ランシーバ１２５０を使用してｅＮＢ８０４に送信するモジュール１２１４とを含む。
【０１０２】
　[00111]本装置は、上述のフローチャート図９および図１０中のアルゴリズムのステッ
プの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、上述のフローチャート図
９および図１０の中の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、そ
れらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられ
たプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構
成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセ
ッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記
憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１０３】
　[00112]図１３は、処理システム１３１４を採用する装置１２０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１３００である。処理システム１３１４は、バス１３２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１３２４は、処
理システム１３１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１３２４は、プロセッサ１３０４、モジュール１
２０４、１２０６、１２０８、１２１０、１２１２、および１２１４、ならびにコンピュ
ータ可読媒体１３０６によって表される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハー
ドウェアモジュールを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１３２４はまた、タイミ
ングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンク
し得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上
説明しない。
【０１０４】
　[00113]処理システム１３１４はトランシーバ１３１０に結合され得る。トランシーバ
１３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ１３１０は
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、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１３１
４は、コンピュータ可読媒体１３０６に結合されたプロセッサ１３０４を含む。プロセッ
サ１３０４は、コンピュータ可読媒体１３０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一
般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１３０４によって実行されたとき、
処理システム１３１４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。
コンピュータ可読媒体１３０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１３０
４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュー
ル１２０４、１２０６、１２０８、１２１０、１２１２、および１２１４のうちの少なく
とも１つをさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１３０４中で動作するか、コ
ンピュータ可読媒体１３０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか
、プロセッサ１３０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、
またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１３１４は、ＵＥ６５０の構成
要素であり得、メモリ６６０、および／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ
６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１０５】
　[00114]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１２０２／１２０２’は、ＤＣＩを
含む信号を受信するための手段１２０４と、ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパテ
ィに基づいて複数のセル識別子のうちの１つを選択するための手段１２０６と、選択され
たセル識別子に基づいて擬似ランダムシーケンス発生器を初期化するための手段１２０８
と、ＲＲＣシグナリングを介して複数のセル識別子を受信するための手段１２１０と、選
択されたセル識別子に基づいてＣＳＩを与えるための手段１２１２と、ｅＮＢ８０４に情
報を送信するための手段１２１４とを含む。
【０１０６】
　[00115]いくつかの実施形態では、１つまたは複数のプロパティは、セル識別子を判断
することにのみ関連するのではない。いくつかの実施形態では、ＤＣＩはｅＰＤＣＣＨ中
で受信される。ｅＰＤＣＣＨは、ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルさ
れ得る。いくつかの実施形態では、手段１２０６は、ＤＣＩのフォーマットのタイプを判
断し、ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識
別子に基づいて、選択されたセル識別子を選択する。いくつかの実施形態では、手段１２
０６は、ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断し、ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有
するとき、所定のセル識別子を選択する。いくつかの実施形態では、手段１２０６は、Ｄ
ＣＩが受信されたサブフレームタイプを判断し、さらに、サブフレームがＭＢＳＦＮサブ
フレームであるのか非ＭＢＳＦＮサブフレームであるのかを判断する。セル識別子は、少
なくとも部分的にサブフレームタイプに基づいて選択され得る。
【０１０７】
　[00116]いくつかの実施形態では、手段１２０４は、候補制御チャネル（ＣＣＥ）の少
なくとも２つのセットのうちのＣＣＥの第１のセット中のＤＣＩを受信し、選択されたセ
ル識別子は、少なくとも部分的に、ＤＣＩが受信されたＣＣＥのセットに基づいて選択さ
れ得る。ＤＣＩはアップリンク許可を含み得る。いくつかの実施形態では、選択されたセ
ル識別子は、アップリンク許可に対応するアップリンク送信のために使用される。
【０１０８】
　[00117]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置１２０２および／または装置１２０２’の処理システム１３１４の上述のモジュ
ールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１３１４
は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５
９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳され
た機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、
コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【０１０９】
　[00118]図１４は、例示的な装置１４０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
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データフローを示す概念データフロー図１４００である。本装置は、ｅＮＢ８０４であり
得る。本装置は、ＤＣＩ８２８を構成するモジュール１４０４と、ＤＣＩ８２８を搬送す
るためにＰＤＣＣＨ８２０またはｅＰＤＣＣＨ８２２のうちの１つを選択するモジュール
１４０６と、ＤＣＩ８２８を送信するためにＭＢＳＦＮサブフレーム８２４と非ＭＢＳＦ
Ｎサブフレーム８２６との間で選択するモジュール１４０８と、ＲＲＣ８１０中で静的に
または半静的に構成されたパラメータを与えるためのモジュール１４１０と、トランシー
バ１４５０を通してＤＣＩ８２８とＲＲＣ８１０とをＵＥ８０２に送信する送信モジュー
ル１４１２とを含む。
【０１１０】
　[00119]本装置は、図１１の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１１の上述のフローチャート中
の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールの
うちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴ
リズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述
べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装さ
れるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、または
それらの何らかの組合せであり得る。
【０１１１】
　[00120]図１５は、処理システム１５１４を採用する装置１４０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１５００である。処理システム１５１４は、バス１５２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１５２４は、処
理システム１５１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１５２４は、プロセッサ１５０４、モジュール１
４０４、１４０６、１４０８、１４１０、１４１２、およびコンピュータ可読媒体１５０
６によって表される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュール
を含む様々な回路を互いにリンクする。バス１５２４はまた、タイミングソース、周辺機
器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの
回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【０１１２】
　[00121]処理システム１５１４はトランシーバ１５１０に結合され得る。トランシーバ
１５１０は、１つまたは複数のアンテナ１５２０に結合される。トランシーバ１５１０は
、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１５１
４は、コンピュータ可読媒体１５０６に結合されたプロセッサ１５０４を含む。プロセッ
サ１５０４は、コンピュータ可読媒体１５０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一
般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１５０４によって実行されたとき、
処理システム１５１４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。
コンピュータ可読媒体１５０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１５０
４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュー
ル１４０４、１４０６、１４０８、１４１０、および１４１２のうちの少なくとも１つを
さらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１５０４中で動作するか、コンピュータ
可読媒体１５０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッ
サ１５０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれ
らの何らかの組合せであり得る。処理システム１５１４は、ｅＮＢ６１０の構成要素であ
り得、メモリ６７６および／またはＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、
コントローラ／プロセッサ６７５とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１１３】
　[00122]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、ＤＣＩ８
２８の１つまたは複数のプロパティを構成するための手段１４０４を含む。ＵＥ８０２は
、構成されたプロパティによって示されるセル識別子を判断するように適応され得る。構
成されたプロパティは、セル識別子を判断することのみに関連するのではないことがある
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。手段１４０４は、ＤＣＩ８２８のフォーマットタイプを構成し得る。手段１４０４は、
ＤＣＩ８２８を送信するための制御チャネルを選択し得、それにより、セル識別子は、少
なくとも部分的に制御チャネル選択によって示される。
【０１１４】
　[00123]ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、ＤＣＩ８２８を含む信
号をＵＥ８０２に送信するための手段１４１２を含み得る。
【０１１５】
　[00124]ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、ＵＥ８０２にシグナリ
ングするＲＲＣ８１０中で複数の識別子８０８を与えるための手段１４１０であって、そ
れにより、示されたセル識別子が複数の識別子８０８のうちの１つである、与えるための
手段１４１０を含み得る。ＵＥ８０２は、擬似ランダムシーケンス発生器を初期化するた
めに、示されたセル識別子を使用するように適応され得る。
【０１１６】
　[00125]ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、ｅＰＤＣＣＨスクラン
ブリング識別子でスクランブルされたｅＰＤＣＣＨ８２２中でＤＣＩ８２８を送信するた
めの手段１４０６を含み得る。示されたセル識別子は、たとえば、ＤＣＩ８２８がタイプ
１Ａフォーマット８１４を有するとき、ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子に等しいこ
とがある。いくつかの実施形態では、示されたセル識別子は、ＤＣＩ８２８がタイプ１Ａ
フォーマット８１４を有するとき、所定のセル識別子である。
【０１１７】
　[00126]ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、ＭＢＳＦＮサブフレー
ム８２４および非ＭＢＳＦＮサブフレーム８２６のうちの１つ中でＤＣＩ８２８を送信す
るための手段１４０８を含み得る。セル識別子は、サブフレームタイプ８２４または８２
６に基づいて示され得る。
【０１１８】
　[00127]いくつかの実施形態では、ＤＣＩ８２８はアップリンク許可を含み、示された
セル識別子は、アップリンク許可に対応するアップリンク送信のために使用され得る。い
くつかの実施形態では、選択されたセル識別子は、ＣＳＩを与えるために使用されるべき
である。いくつかの実施形態では、手段１４１２は、許可がＰＤＣＣＨ８２０中で与えら
れたとき、制御領域においてＰＨＩＣＨ中でＡＣＫまたはＮＡＣＫを送信し、許可がｅＰ
ＤＣＣＨ８２２中で与えられたとき、データ領域において拡張ＰＨＩＣＨ中でＡＣＫまた
はＮＡＣＫを送信する。
【０１１９】
　[00128]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置１４０２および／または装置１４０２’の処理システム１５１４の上述のモジュ
ールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１５１４
は、ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７
５とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳され
た機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、
コントローラ／プロセッサ６７５とであり得る。
【０１２０】
　[00129]開示したプロセス中のステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一
例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定の
順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは組
み合わされるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素を例
示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるもので
はない。
【０１２１】
　[00130]以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実施できるように与
えたものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本
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明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は
、本明細書で示した態様に限定されるものではなく、特許請求の範囲の言い回しに矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するも
のである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複数の
」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたっ
て説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により本明細
書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に開
示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかど
うかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「の
ための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファン
クションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択することであって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子を判断
することのみに関連するのではないことと、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２]
　前記選択されたセル識別子に基づいて擬似ランダムシーケンス発生器を初期化すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記複数のセル識別子を受信するこ
とをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]
　前記ＤＣＩが拡張物理ダウンロード制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で受信される、Ｃ
１に記載の方法。
[Ｃ５]
　前記ｅＰＤＣＣＨがｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされ、前記選
択することは、
　前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記ｅＰＤＣＣＨスクランブリン
グ識別子に基づいて前記選択されたセル識別子を選択することと、を含む、Ｃ４に記載の
方法。
[Ｃ６]
　前記選択することは、
　前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断することと、
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、所定のセル識別子を選択すること
と、を含む、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ７]
　前記選択することは、
　前記ＤＣＩが受信されたサブフレームタイプを判断することと、
　前記サブフレームがマルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク
（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるのか非ＭＢＳＦＮサブフレームであるのかを判断する
ことであって、前記セル識別子が、少なくとも部分的に前記サブフレームタイプに基づい
て選択されることと、を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]
　信号を受信することが、候補制御チャネル（ＣＣＥ）の少なくとも２つのセットのうち
のＣＣＥの第１のセット中で前記ＤＣＩを受信することを含み、前記選択されたセル識別
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子は、少なくとも部分的に、前記ＤＣＩが受信されたＣＣＥの前記セットに基づいて選択
される、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]
　前記ＤＣＩがアップリンク許可を含み、前記選択されたセル識別子が、前記アップリン
ク許可に対応するアップリンク送信のために使用される、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]
　前記選択されたセル識別子に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を与えることをさら
に備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信するための手段と、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択するための手段であって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子
を判断することのみに関連するのではない手段と、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１２]
　前記選択されたセル識別子に基づいて擬似ランダムシーケンス発生器を初期化するため
の手段をさらに備える、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１３]
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記複数のセル識別子を受信するた
めの手段をさらに備える、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１４]
　前記ＤＣＩが拡張物理ダウンロード制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で受信される、Ｃ
１１に記載の装置。
[Ｃ１５]
　前記ｅＰＤＣＣＨがｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされ、選択す
るための前記手段は、前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断し、前記ＤＣＩがタイプ
１Ａフォーマットを有するとき、前記ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子に基づいて前
記選択されたセル識別子を選択する、Ｃ１４に記載の装置。
[Ｃ１６]
　選択するための前記手段は、前記ＤＣＩのフォーマットのタイプを判断し、前記ＤＣＩ
がタイプ１Ａフォーマットを有するとき、所定のセル識別子を選択する、Ｃ１４に記載の
装置。
[Ｃ１７]
　選択するための前記手段は、前記ＤＣＩが受信されたサブフレームタイプを判断し、前
記サブフレームがマルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク（Ｍ
ＢＳＦＮ）サブフレームであるのか非ＭＢＳＦＮサブフレームであるのかを判断し、前記
セル識別子が、少なくとも部分的に前記サブフレームタイプに基づいて選択される、Ｃ１
１に記載の装置。
[Ｃ１８]
　信号を受信するための前記手段が、候補制御チャネル（ＣＣＥ）の少なくとも２つのセ
ットのうちのＣＣＥの第１のセット中で前記ＤＣＩを受信し、前記選択されたセル識別子
は、少なくとも部分的に、前記ＤＣＩが受信されたＣＣＥの前記セットに基づいて選択さ
れる、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１９]
　前記ＤＣＩがアップリンク許可を含み、前記選択されたセル識別子が、前記アップリン
ク許可に対応するアップリンク送信のために使用される、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ２０]
　前記選択されたセル識別子に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を与えるための手段
をさらに備える、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ２１]



(28) JP 6165835 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択することであって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子を判断
することのみに関連するのではないことと、を行うように構成された処理システムを備え
る、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２２]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することと、
　前記ＤＣＩに関連する１つまたは複数のプロパティに基づいて複数のセル識別子のうち
の１つを選択することであって、前記１つまたは複数のプロパティが、セル識別子を判断
することのみに関連するのではないことと、を行うためのコードを備えるコンピュータ可
読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ２３]
　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することで
あって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの１つ中で受信される、受信
することと、
　前記アップリンク許可に基づいてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータ
のロケーションを判断することであって、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、制御領域において物理ＨＡＲＱイン
ジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中で前記ＨＡＲＱインジケータを識別すること、および
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、データ領域において拡張ＰＨＩＣ
Ｈ中で前記ＨＡＲＱインジケータを識別すること
のうちの少なくとも１つを含む、判断することと、を備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２４]
　前記ＤＣＩに関連するプロパティに基づいて複数のセル識別子のうちの１つを選択する
ことであって、前記プロパティが、セル識別子を判断することのみに関係するのではない
、選択することをさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ２５]
　前記選択されたセル識別子に基づいて肯定応答または否定応答を受信することをさらに
備える、Ｃ２４に記載の方法。
[Ｃ２６]
　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信するための
手段であって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの１つ中で受信される
手段と、
　前記アップリンク許可に基づいてハイブリッドＡＲＱインジケータのロケーションを判
断するための手段であって、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたときの、制御領域における物理ハイブリッ
ドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の前記ハイブリッドＡＲＱインジケータ
、および
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたときの、データ領域における拡張ＰＨＩ
ＣＨ中の前記ハイブリッドＡＲＱインジケータ
のうちの少なくとも１つを識別する、判断するための手段と、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２７]
　前記ＤＣＩに関連するプロパティに基づいて複数のセル識別子のうちの１つを選択する
ための手段であって、前記プロパティが、セル識別子を判断することのみに関係するので
はない手段をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
[Ｃ２８]
　前記選択されたセル識別子に基づいて肯定応答または否定応答を受信するための手段を
さらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]
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　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することで
あって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの１つ中で受信されることと
、
　前記アップリンク許可に基づいてハイブリッドＡＲＱインジケータのロケーションを判
断することと、を行うように構成された処理システムを備え、
　前記処理システムは、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたときの、制御領域における物理ハイブリッ
ドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の前記ハイブリッドＡＲＱインジケータ
、および、
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたときの、データ領域における拡張ＰＨＩ
ＣＨ中の前記ハイブリッドＡＲＱインジケータ、
のうちの少なくとも１つを識別することによって、前記ロケーションを判断する、ワイヤ
レス通信のための装置。
[Ｃ３０]
　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号を受信することで
あって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの１つ中で受信される、受信
することと、
　前記アップリンク許可に基づいてハイブリッドＡＲＱインジケータのロケーションを判
断することであって、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、制御領域において物理ハイブリッド
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の前記ハイブリッドＡＲＱインジケータを
識別すること、および、
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、データ領域において拡張ＰＨＩＣ
Ｈ中の前記ハイブリッドＡＲＱインジケータを識別すること
のうちの少なくとも１つを含む、判断することと、
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３１]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のフォーマットタイプに基づいてインデックスを判断
することと、
　前記インデックスに基づいてパラメータの複数のセットから前記パラメータのセットを
選択することであって、前記パラメータの前記セットが仮想セルの１つまたは複数の特性
を定義し、前記パラメータの前記複数のセットが無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリン
グを通して構成されることと、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ３２]
　前記パラメータの前記選択されたセットの１つのパラメータを使用して擬似ランダムシ
ーケンス発生器を初期化することをさらに備える、Ｃ３１に記載の方法。
[Ｃ３３]
　前記パラメータの前記セットが、アップリンク通信チャネルの特性を定義するために使
用される、Ｃ３１に記載の方法。
[Ｃ３４]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のフォーマットタイプに基づいてインデックスを判断
するための手段と、
　前記インデックスに基づいてパラメータの複数のセットから前記パラメータのセットを
選択するための手段であって、前記パラメータの前記セットが仮想セルの１つまたは複数
の特性を定義し、前記パラメータの前記複数のセットが無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングを通して構成される手段と、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ３５]
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　前記パラメータの前記選択されたセットの１つのパラメータを使用して擬似ランダムシ
ーケンス発生器を初期化するための手段をさらに備える、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３６]
　前記パラメータの前記セットが、アップリンク通信チャネルの特性を定義するために使
用される、Ｃ３５に記載の装置。
[Ｃ３７]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のフォーマットタイプに基づいてインデックスを判断
することと、
　前記インデックスに基づいてパラメータの複数のセットから前記パラメータのセットを
選択することであって、前記パラメータの前記セットが仮想セルの１つまたは複数の特性
を定義し、前記パラメータの前記複数のセットが無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリン
グを通して構成されることと、
を行うように構成された処理システム
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ３８]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のフォーマットタイプに基づいてインデックスを判断
することと、
　前記インデックスに基づいてパラメータの複数のセットから前記パラメータのセットを
選択することであって、前記パラメータの前記セットが仮想セルの１つまたは複数の特性
を定義し、前記パラメータの前記複数のセットが無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリン
グを通して構成されることと、
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３９]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の１つまたは複数のプロパティを構成することであっ
て、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記構成されたプロパティによって示されるセル識別子を判
断するように適応され、前記構成されたプロパティが、前記セル識別子を判断することの
みに関連するのではないことと、
　前記ＤＣＩを含む信号を前記ＵＥに送信することと、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ４０]
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング中で前記ＵＥに複数の識別子を与えることで
あって、前記示されたセル識別子が前記複数の識別子のうちの１つである、与えることを
さらに備える、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４１]
　前記ＵＥが、擬似ランダムシーケンス発生器を初期化するために前記示されたセル識別
子を使用するように適応された、Ｃ４０に記載の方法。
[Ｃ４２]
　前記ＤＣＩの前記１つまたは複数のプロパティを構成することが、前記ＤＣＩのフォー
マットタイプを構成することを含む、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４３]
　ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされた拡張物理ダウンリンク制御
チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で前記ＤＣＩを送信することであって、前記ＤＣＩがタイプ
１Ａフォーマットを有するとき、前記示されたセル識別子が前記ｅＰＤＣＣＨスクランブ
リング識別子であることをさらに備える、Ｃ４２に記載の方法。
[Ｃ４４]
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記示されたセル識別子が所定の
セル識別子である、Ｃ４２に記載の方法。
[Ｃ４５]
　マルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブ
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フレームおよび非ＭＢＳＦＮサブフレームのうちの１つ中で前記ＤＣＩを送信することで
あって、前記セル識別子が前記サブフレームタイプに基づいて示されることをさらに備え
る、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４６]
　前記ＤＣＩの１つまたは複数のプロパティを構成することが、前記ＤＣＩを送信するた
めの制御チャネルを選択することを含み、前記セル識別子が、少なくとも部分的に前記制
御チャネル選択によって示される、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４７]
　前記ＤＣＩがアップリンク許可を含み、前記示されたセル識別子が、前記アップリンク
許可に対応するアップリンク送信のために使用されるべきである、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４８]
　前記選択されたセル識別子が、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を与えるために使用される
べきである、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４９]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の１つまたは複数のプロパティを構成するための手段
であって、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記構成されたプロパティによって示されるセル識別
子を判断するように適応され、前記構成されたプロパティが、前記セル識別子を判断する
ことのみに関連するのではない手段と、
　前記ＤＣＩを含む信号を前記ＵＥに送信するための手段と、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ５０]
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング中で前記ＵＥに複数の識別子を与えるための
手段であって、前記示されたセル識別子が前記複数の識別子のうちの１つである、与える
ための手段をさらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
[Ｃ５１]
　前記ＵＥが、擬似ランダムシーケンス発生器を初期化するために前記示されたセル識別
子を使用するように適応された、Ｃ５０に記載の装置。
[Ｃ５２]
　前記ＤＣＩの前記１つまたは複数のプロパティを構成するための前記手段が、前記ＤＣ
Ｉのフォーマットタイプを構成する、Ｃ４９に記載の装置。
[Ｃ５３]
　ｅＰＤＣＣＨスクランブリング識別子でスクランブルされた拡張物理ダウンロード制御
チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）中で前記ＤＣＩを送信するための手段であって、前記ＤＣＩが
タイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記示されたセル識別子が前記ｅＰＤＣＣＨスク
ランブリング識別子である手段をさらに備える、Ｃ５２に記載の装置。
[Ｃ５４]
　前記ＤＣＩがタイプ１Ａフォーマットを有するとき、前記示されたセル識別子が所定の
セル識別子である、Ｃ５２に記載の装置。
[Ｃ５５]
　マルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブ
フレームおよび非ＭＢＳＦＮサブフレームのうちの１つ中で前記ＤＣＩを送信するための
手段であって、前記セル識別子が前記サブフレームタイプに基づいて示される手段をさら
に備える、Ｃ４９に記載の装置。
[Ｃ５６]
　前記ＤＣＩの１つまたは複数のプロパティを構成するための前記手段が、前記ＤＣＩを
送信するための制御チャネルを選択し、前記セル識別子が、少なくとも部分的に前記制御
チャネル選択によって示される、Ｃ４９に記載の装置。
[Ｃ５７]
　前記ＤＣＩがアップリンク許可を含み、前記示されたセル識別子が、前記アップリンク
許可に対応するアップリンク送信のために使用される、Ｃ４９に記載の装置。
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[Ｃ５８]
　前記選択されたセル識別子が、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を与えるために使用される
、Ｃ４９に記載の装置。
[Ｃ５９]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の１つまたは複数のプロパティを構成することであっ
て、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記構成されたプロパティによって示されるセル識別子を判
断するように適応され、前記構成されたプロパティが、前記セル識別子を判断することの
みに関連するのではないことと、
　前記ＤＣＩを含む信号を前記ＵＥに送信することと、
を行うように構成された処理システム
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ６０]
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の１つまたは複数のプロパティを構成することであっ
て、ユーザ機器（ＵＥ）が、前記構成されたプロパティによって示されるセル識別子を判
断するように適応され、前記構成されたプロパティが、前記セル識別子を判断することの
みに関連するのではないことと、
　前記ＤＣＩを含む信号を前記ＵＥに送信することと、
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ６１]
　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号をユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に送信することであって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの１つ
中で送信されることと、
　肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を送信することであって、前記ＡＣＫ
または前記ＮＡＣＫを前記送信することが、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、制御領域において物理ハイブリッド
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中で前記ＡＣＫまたは前記ＮＡＣＫを送信す
ること、および、
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、データ領域において拡張ＰＨＩＣ
Ｈ中で前記ＡＣＫまたは前記ＮＡＣＫを送信すること、
のうちの少なくとも１つを備えることと、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ６２]
　前記ＤＣＩの１つまたは複数のプロパティを構成することであって、前記ＵＥが、前記
構成されたプロパティによって示されるセル識別子を判断するように適応され、前記構成
されたプロパティが、前記セル識別子を判断することのみに関連するのではないことをさ
らに備える、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６３]
　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号をユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に送信するための手段であって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうち
の１つ中で送信される手段と、
　肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を送信するための手段であって、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたときには制御領域において物理ハイブリッ
ドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中で、および、
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたときにはデータ領域において拡張ＰＨＩ
ＣＨ中で
前記ＡＣＫまたは前記ＮＡＣＫを送信する手段と、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ６４]
　前記ＤＣＩの１つまたは複数のプロパティを構成するための手段であって、前記ＵＥが
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、前記構成されたプロパティに基づいて、前記ＰＨＩＣＨが前記制御領域において送信さ
れるのか前記データ領域において送信されるのかを判断するように適応された手段をさら
に備える、Ｃ６３に記載の装置。
[Ｃ６５]
　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号をユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に送信することであって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの１つ
中で送信されることと、
　肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を送信することと、
を行うように構成された処理システムであって、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたときの、制御領域における物理ハイブリッ
ドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、および、
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたときの、データ領域における拡張ＰＨＩ
ＣＨ
のうちの少なくとも１つ中で前記ＡＣＫまたは前記ＮＡＣＫを送信する、処理システムを
備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ６６]
　アップリンク許可を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を含む信号をユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に送信することであって、前記ＤＣＩがＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨのうちの１つ
中で送信されることと、
　肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を送信することであって、前記ＡＣＫ
または前記ＮＡＣＫを前記送信することが、
　　前記許可が前記ＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、制御領域において物理ハイブリッド
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中で前記ＡＣＫまたは前記ＮＡＣＫを送信す
ること、および、
　　前記許可が前記ｅＰＤＣＣＨ中で与えられたとき、データ領域において拡張ＰＨＩＣ
Ｈ中で前記ＡＣＫまたは前記ＮＡＣＫを送信すること
のうちの少なくとも１つを備えることと、
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
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